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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

１
１
２
回
目 

令
和
７
年

２

０

２

５

４
月
１
９
日 

 
 
 

池
田 

満 

 
 

わ
が
国
の
再
建
は
、
ヲ
シ
テ
を
以
っ
て
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。 

５
９
年
前
、
昭
和
４
１
年

１

９

６

６

に
松
本
善
之
助
先
生
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
は
、

ま
っ
た
く
現
代
の
奇
跡
で
し
た
。 

記
紀
の
原
書
だ
と
解
っ
て
来
て
か
ら
も
、
そ
れ
か
ら
が
大
変

で
す
。
普
及
活
動
は
難
航
し
ま
す
。
「
直
訳
偽
書
の
秀
真
伝
（
し
ゅ
う
し
ん
で
ん
）
族
」
の
輩
が
ハ
タ

レ
の
よ
う
に
湧
き
満
ち
て
く
る
の
で
し
た
。 

ア
マ
テ
ル
カ
ミ
も
ハ
タ
レ
の
平
定
に
は
、
お
こ
こ
ろ
を
さ
ぞ
お
痛
め
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 奇

跡
は
続
き
ま
す
。
昭
和
４
８
年

１

９

７

３

に
は
『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２
４
年

２

０

１

２

に
は
『
ア
ワ
ウ
タ
の
ア
ヤ
』
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
名
、
ヲ
シ
テ
文
献
と
命
名
し
ま
し
た
。 

直
訳
退
治
は
大
変
で
す
。
応
神
天
皇
の
こ
ろ
に
王
仁
が
伝
え
た
と
し
て
も
、
す
で
に
１
５
０
０

年
来
の
漢
字
暴
露
が
長
か
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
間
に
ど
っ
ぷ
り
と
漢
字
で
モ
ノ
を
考
え
る
習
慣

が
身
に
付
い
た
の
で
し
た
。
漢
字
は
と
っ
て
も
便
利
で
す
。
で
も
、
所
詮
は
外
国
語
。 

 
 

わ
が
「
縄
文
文
明
」
は
大
き
い
の
で
す
。 

国
祖
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
建
国
は
、「
ト
の
ヲ
シ
ヱ
」 

を
憲
法
と
し
て
の
、
立
憲
君
主
国
家
の
政
治
形
態
だ
っ
た
の
で
す
。 

「
ト
の
ヲ
シ
ヱ
」
を
表
す
の
に
は
、
や
ま
と
こ
と
ば
オ
ン
リ
ー
で
す
。
漢
字
で
は
う
ま
く
表
せ

ま
せ
ん
。
ヲ
シ
テ
の
創
造
の
過
程
を
説
明
す
る
の
に
も
、
漢
字
で
は
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。 

こ
れ
程
の
文
明
国
が
、
世
界
広
し
と
言
え
ど
も
他
に
有
り
得
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

建
国
以
来
大
き
な
波
が
幾
度
も
や
っ
て
来
ま
し
た
。
何
と
か
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
大
き
な
波
は
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
乗
り
こ
な
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
ヲ
シ
テ

に
よ
る
国
家
再
建
が
必
要
で
す
。 

単
に
わ
が
国
だ
け
の
た
め
で
も
な
い
の
で
す
。 
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ホ
３
、 

ヒ
ヒ
メ
・
ミ
ヲ
う
む
ト
ノ 

の 

ア
ヤ 

 
 

 

『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
の
、
３
ア
ヤ
め
末
に
、
５
・
７
調
で
７
行
の
付
加
説
明
文
が
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。 「

ツ
ワ
モ
ノ
」
は
ツ
ワ
モ
ノ
ヌ
シ

で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
す
る
と
、
ヲ
キ
ナ

と
は
カ
ナ
サ
キ
さ
ん
で
あ
り
ま
し
ょ

う
か
？ 

質
問
者
が
、
ツ
ワ
モ
ノ
ヌ
シ
で
し

て
、
教
え
を
講
義
す
る
の
が
カ
ナ
サ

キ
さ
ん
だ
と
し
ま
す
と
、
カ
ナ
サ
キ

の
任
地
が
、
ツ
ク
シ
（
九
州
）
へ
と
国
替
え
に
な
る
（
ホ
８
‐
９
１
）
前
の
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
そ
ら
く
は
、
ハ
タ
レ
の
騒
乱
の
起
き
る
前
で
、
つ
ま
り
、
イ
サ
ワ
に
ミ
ヤ
コ
が
営
ま
れ
る
以
前
の

事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
早
く
の
ハ
ラ
ミ
ノ
ミ
ヤ
の
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
ご
即
位
の
前
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
カ
ナ
サ
キ
さ
ん
は
、
壮
年
期
を
少
し
越
え
る
か
ど
う
か
の
時
期
で
、
ツ
ワ
モ
ノ
ヌ
シ
は
青

年
期
か
ら
壮
年
期
に
至
る
こ
ろ
と
推
考
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 質

問
者
ツ
ワ
モ
ノ
ヌ
シ
か
ら
『
ミ

カ
サ
フ
ミ
』
の
編
集
者
に
こ
の
文
章

が
受
け
継
が
れ
た
経
路
は
、
つ
ま
り

そ
れ
は
コ
コ
ト
ム
ス
ヒ
さ
ん
で
あ
ろ

う
か
、
再
伝
授
の
ア
マ
ノ
コ
ヤ
ネ
さ

ん
で
あ
る
か
、
と
い
う
事
に
な
り
ま
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す
。
コ
コ
ト
ム
ス
ヒ
は
文
章
力
に
も
長
け
て
い
て
「
タ
マ
ガ
エ
シ 

コ
コ
ス
ト
ノ
ネ
を
む
す
ぶ
フ

ミ
」（
８
‐
９
４
）
を
編
著
し
た
の
で
し
た
。
そ
れ
で
、
本
名
の
ヰ
チ
チ
は
、
コ
コ
ト
ム
ス
ヒ
の
讃
え
名

が
下
賜
さ
れ
た
の
で
す
。
ツ
ワ
モ
ノ
ヌ
シ
は
、
コ
コ
ト
ム
ス
ヒ
の
父
で
す
。
カ
ン
ヲ
チ
と
言
わ
れ
て

尊
ば
れ
ま
す
。 

・ 
 

 
 

 
 

 
・ 

モ
ロ
カ
ミ
（
諸
臣
）
が
タ
カ
マ
（
宮
中
）
に
マ
ツ
リ
コ
ト
（
政
治
）
に
集
ま
っ
て
諮(

は
か)

っ
て
の
後
の

こ
と
で
し
た
。 

 

諸
臣
の
集
ま
る
タ
カ
マ
（
宮
中
）
の
場
所
は
勉
強
の
場
で
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
時
は
、
ツ
ワ
モ

ノ
ヌ
シ
が
歴
史
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
ま
し
た
。 

 

『
フ
タ
カ
ミ
（
イ
サ
ナ
ギ
、
イ
サ
ナ
ミ
）
の
ヒ
・
ヒ
メ
と
ミ
・
ヲ
（
一
女
、
三
男
）
を
儲
け
に
な
ら
れ
た
ト

ノ
（
建
物
）
の
場
所
が
五
カ
所
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
お
四
方(

よ
ん
か
た)

な
の
に
ど
う
し
て
五
カ
所
の
産

屋
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
』 

 

此
の
問
に
は
、
カ
ナ
サ
キ
さ
ん
が
答
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

昔
の
事
で
す
。
フ
タ
カ
ミ
は
最
初
ツ
ク
ハ
（
筑
波
山
の
中
腹
、
筑
波
山
神
社
の
と
こ
ろ
イ
サ
カ
ワ
（
今
の
男
女

み

な

川
）

の
源
流
）
に
お
い
て
新
婚
生
活
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
柱
の
周
り
を
巡
ら
れ
て
問
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
メ
カ
ミ
に
は
成
り
な
り
足
ら
ぬ
メ
モ
ト
あ
り
」 

 

「
ヲ
カ
ミ
の
成
り
て
余
る
モ
ノ
、
合
わ
せ
て
ミ
コ
を
産
ま
ん
」 

と
し
て
、
ミ
ト
の
マ
ク
ハ
イ
を
為
し
て
コ
（
子
）
を
孕(

は
ら)

ま
れ
ま
し
た
。
産
ま
れ
た
の
は
女
の
子

で
し
た
。
名
は
ヒ
ル
コ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。（
後
の
ワ
カ
ヒ
メ
、
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
さ
ん
で
す
） 

 

と
こ
ろ
が
、
チ
チ
（
父
）
の
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
は
４
０
歳
で
、
ハ
ハ
（
母
）
の
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
は
３
１
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歳
で
し
た
。（『
ミ
カ
サ
フ
ミ
』
１
‐
１
３(1

0
8

9
2

)

に
は
、
４
２
歳
と
３
３
歳
の
記
載
あ
り
） 

イ
サ
ナ
ギ
さ
ま
も
イ
サ
ナ
ミ
さ
ま
も

共
に
ア
メ
の
フ
シ
（
後
の
厄
年
に
匹
敵
）
に

当
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

ア
メ
の
フ
シ
に
遭
遇
し
ま
す
と
、
孕

み
子
は
、
チ
チ
の
ヲ
ヱ
（
身
体
の
病
）
に
あ

た
り
、
あ
る
い
は
ハ
ハ
の
ク
マ
（
心
の
病
）

に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
身
体
の
変
調
期
に
あ
た
っ
て
病
（
や
ま
い
）
を
得
や
す
く
な

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
伝
統
の
通
り
に
捨
て
子
に
し
て
、
他
の
人
に
育
て
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
拾
い
子
で
す
。
３
歳
に
満
た
な
い
幼
気(

い
た
い
け)
な
時
に
、
イ
ワ
ク
ス
フ
ネ
（
祝
い
飾

っ
た
舟
）
に
乗
せ
て
捨
て
子
に
し
ま
し
た
。
カ
ナ
サ
キ
の
ヲ
キ
ナ
が
拾
い
子
と
し
て
ヒ
ロ
タ
の
場
所

（
広
田
神
社
、
兵
庫
県
西
宮
市
大
社
町
）
と
ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
（
西
宮
神
社
、
兵
庫
県
西
宮
市
社
家
町
、
中
世
は
浜
の
南
の
社

と
呼
ば
れ
る
。
今
に
十
日
エ
ビ
ス
）
に
ヒ
ル
コ
ヒ
メ
を
育
て
ま
す
。 

 

父
母
の
フ
タ
ハ
シ
ラ
（
イ
サ
ナ
ギ
、
イ
サ
ナ
ミ
）
は
、
皇
位
を
受
け
継
ぐ
ウ
キ
ハ
シ
（
大
い
な
る
役
目
の
仲

た
ち
の
人
）
を
得
る
事
に
な
り
ま
す
。
オ
ノ
コ
ロ
（
自
然
な
収
ま
り
所
）
の
成
り
行
き
で
し
た
。
当
時
は
、

６
代
ア
マ
カ
ミ
の
オ
モ
タ
ル
さ
ん
と
カ
シ
コ
ネ
さ
ん
の
間
に
お
世
継
ぎ
が
産
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
気
候
変
化
で
農
作
物
の
不
作
が
続
き
世
の
中
の
秩
序
に
混
乱
が
生
じ
て
「
ワ
イ
タ
メ
ア
ラ

ズ
（
分
別
・
区
別
な
し
）
」
の
事
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

オ
モ
タ
ル
さ
ん
は
オ
ノ
（
木
を
切
る
道
具
）
で
罪
人
を
斬
っ
て
世
の
秩
序
の
維
持
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
良
い
世
の
中
に
改
善
す
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
サ
ナ
ギ
と
イ
サ
ナ

ミ
に
７
代
目
の
皇
位
が
譲
ら
れ
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。 
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皇
位
継
承
の
儀
式
は
ヤ
ヒ
ロ
ト
ノ
【
間
口
８
間
の
大
き
な
建
物
か
？ 

詳
細
は
未
詳
。
日
吉
大
社
の
裏
手
の
山
は

比
叡
山
の
枝
嶺
の
八
王
子
山
。
金
大
巌 

( 

こ
が
ね
の
お
お
い
わ 

)

や
三
宮
神
社
・
牛
尾
神
社
も
あ
る
】
に
て
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
、
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
の
フ
タ
ハ
シ
ラ
は
世
の
中
に
秩
序
を
齎
し
て
オ
ノ
コ
ロ
（
自

ず
か
ら
に
安
定
す
る
）
を
為
し
ゆ
く
た
め
に
皇
位
を
継
承
な
さ
っ
て
の
ご
即
位
を
挙
行
な
さ
い
ま
し
た
。 

ミ
ヤ
の
ナ
カ
ハ
シ
ラ
を
大
宇
宙
の
中
心
に
見
立
て
て
巡
り
て
コ
ト
ア
ケ
（
宣
言
）
を
し
よ
う
と
決

め
ら
れ
ま
す
。
北
側
に
立
っ
て
、
メ
（
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
）
は
ヒ
タ
リ
（
左
）
か
ら
、
ヲ
（
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
）
は

ミ
キ
（
右
）
に
別
れ
て
巡
っ
て
回
ら
れ
ま
す
。
お
二
人
が
出
会
わ
れ
ま
し
た
南
側
に
て
コ
ト
ア
ケ
（
宣

言
、
言
挙
げ
）
を
な
さ
い
ま
し
た
。
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
ア
ナ
ニ
エ
ヤ 

ヱ
ヲ
ト
コ 

 

」
と
。 

 

ま
た
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
も
受
け
て
応
え
ら
れ
ま
す
。 

 

「
ワ
ナ
ウ
レ
シ 

ヱ
オ
ト
メ 

 

」
と
。 

 

フ
タ
カ
ミ
は
歌
い
あ
い
ま
し
た
。
後
に
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
は
孕
ま
れ
ま
す
が
、
ヱ
ナ
（
胞
衣
）
は
破

れ
て
月
満
ち
る
ま
で
に
至
ら
ず
流
産
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ヨ
ル
コ
は
ア
ハ
（
泡
）
と

な
っ
て
、
コ
（
子
）
の
数
に
は
数
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ア
シ
フ
ネ
に
乗
せ
て
ア
ハ
チ
（
淡
路
島
）
に
て
流

す
の
で
し
た
。 

ア
メ
（
先
代
の
６
代
目
オ
モ
タ
ル
さ
ん
）
に
報
告
し
ま
し
た
所
、
オ
モ
タ
ル
さ
ん
は
「
フ

ト
マ
ニ
」
に
ウ
ラ
ナ
イ
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
因
果
関
係
を
教
え
ら
れ
ま
す
。 

 

『
ヰ
・
ヨ
（
５
・
４
）
の
ウ
タ
の
音
韻
数
の
不
適
切
さ
に
よ
っ
て
、
コ
ト
（
結
果
）
が
結
ば
れ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。 



 

6 
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ま
た
、
コ
ト
ア
ケ
（
宣
誓
・
宣
言
）
も
女
性
か
ら
始
め
た
の
は
、
こ
れ
も
、
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。 

 

ト
リ
の
ト
ツ
キ
（
嫁
ぎ
）
の
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
庭
先
で
尾
羽
根
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
て
い
る

ニ
ハ
ナ
フ
リ
（
鶺
鴒
）
が
い
ま
す
。 

メ
の
ニ
ハ
ナ
フ
リ
が
、
パ
タ
パ
タ
さ
せ
て
誘
っ
て
鳴
い
て
も
、
こ
の
時
は
ヲ
は
鳴
き
去
り
ま
す
。

ま
た
あ
る
日
に
、
ヲ
ト
リ
が
装
い
誘
い
ま
す
。
こ
れ
を
メ
が
知
っ
て
、
あ
ひ
（
会
い
）
交
わ
り
ま
す
。

ニ
ハ
ナ
フ
リ
の
ト
ツ
キ
（
嫁
ぎ
）
の
や
り
方
こ
そ
、
ア
メ
（
天
然
自
然
）
か
ら
の
告
げ
の
教
え
で
す
』 

 

そ
こ
で
、
フ
タ
カ
ミ
は
も
う
一
度
、
ヤ
ヒ
ロ
ト
ノ
（
間
口
８
間
の
大
き
な
建
物
？
）
に
戻
っ
て
ナ
カ
ハ

シ
ラ
を
巡
り
直
し
ま
す
。
今
度
は
季
節
の
巡
り
に
合
わ
せ
た
方
角
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
巡
ら
れ
ま
す
。

北
に
立
た
れ
た
フ
タ
カ
ミ
は
、
ヲ
の
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
が
ヒ
タ
リ
（
左
）
の
ヒ
カ
シ
（
東
）
の
方
向
へ
、

メ
の
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
は
ミ
キ
（
右
）
の
ニ
シ
（
西
）
の
方
向
へ
、
巡
り
会
う
ミ
ナ
ミ
（
南
）
の
所
で
歌
い

ま
す
。
ア
メ
の
ア
ワ
ウ
タ
で
す
。 

 

イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
は
、 

 

『
ア
ナ
ニ
ヱ
ヤ 

ウ
マ
シ
オ
ト
メ
ニ 

ア
イ
ヌ 

 

』 

 

イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
が
答
え
て
、 

 

『
ワ
ナ
ニ
ヤ
シ 

ウ
マ
シ
ヲ
ト
コ
ニ 

ア
ヒ
キ 

 

』 
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３
９

 

 

そ
う
し
て
、
７
代
の
ア
マ
カ
ミ
の
イ
サ
ナ
ギ
・
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
は
ご
即
位
の
後
に
、
全
国
各
地
を

巡
行
な
さ
い
ま
す
。
国
家
の
建
て
直
し
で
す
。 

ヤ
マ
ト
（
東
海
道
諸
国
）
の
ア
キ
ツ
ス
（
明
ら
か
に
治
ま
り
）
。
ア
ハ
チ
シ
マ
（
淡
路
島
）
に
も
至
り
ま
す
。

イ
ヨ
と
ア
ハ
の
フ
タ
ナ
の
ク
ニ
（
四
国
）
。
オ
キ
（
隠
岐
）
の
ミ
ツ
コ
（
三
つ
子
）
の
島
に
も
及
び
ま
す
。

サ
ト
（
佐
渡
）
に
も
ウ
シ
マ
（
大
島
。
伊
豆
か
？
）
に
も
、
立
て
直
し
は
及
び
ま
す
。
豊
か
に
な
っ
て
ゆ
く

海
川
や
山
の
幸
で
し
た
。
キ
ヲ
ヤ
ク
ク
ノ
チ 
カ
ヤ
ノ
ヒ
メ 

ノ
ツ
チ
モ
ナ
リ
テ
【
地
力
を
増
し
て
農

業
生
産
に
資
す
る
技
術
の
こ
と
か
？ 

詳
細
は
未
詳
】
。
ア
ワ
ウ
タ
（
４
８
音
の
５
・
７
調
４
行
の
ウ
タ
）
を
教
え

て
国
語
力
を
高
め
て
全
国
を
巡
ら
れ
た
フ
タ
カ
ミ
は
、
富
士
山
南
麓
の
ハ
ラ
ミ
の
ミ
ヤ
に
て
タ
シ

テ
（
治
め
て
）
お
ら
れ
ま
し
た
。（
タ
ス
の
言
葉
は
、「
ト
の
ヲ
シ
ヱ
」
の
関
連
語
と
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
） 

さ
て
、
ト
の
ク
ニ
サ
ツ
チ
の
由
緒
の
深
い
富
士
山
南
麓
の
ハ
ラ
ミ
に
て
お
わ
し
ま
す
と
、
国
家
の

再
建
へ
の
道
の
り
は
ほ
ぼ
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
を
実
感
な
さ
い
ま
し
た
。
さ
て
、
次
の
テ
ー
マ
は
お

世
継
ぎ
の
ミ
コ
の
誕
生
が
待
た
れ
る
こ
と
で
す
。
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

『
既
に
ヤ
シ
マ
（
全
国
）
の
再
建
は
成
っ
て
き
た
の
で
す
。
イ
カ
ン
ソ
（
如
何
に
か
！
）
キ
ミ
（
お
世
継

ぎ
の
ミ
コ
）
を
ウ
マ
ン
（
儲
け
よ
う
）
』
と
強
く
念
願
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

ハ
ラ
ミ
ヤ
マ
（
富
士
山
）
に
登
ら
れ
た
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
は
、
マ
ス
カ
ガ
ミ
（
周
囲
が
ヒ
ト
の
平
均
身
長
）

の
大
き
な
カ
ガ
ミ
（
鏡
）
に
照
ら
し
て
誓
い
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
富
士
山
の
山
頂
の
コ
ノ
シ
ロ
イ

ケ
の
水
で
タ
（
左
）
の
目
を
洗
っ
て
ヒ
ル
（
日
）
に
祈
り
、
カ
（
右
）
の
目
を
洗
っ
て
ツ
キ
（
月
）
に
祈

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
産
ま
れ
た
ミ
コ
は
ヒ
の
ミ
コ
、
ヒ
の
カ
ミ
と
名
付
け
ら
れ
ま
す
。 

 

ミ
ナ
（
当
面
の
お
名
前
）
を
ウ
ホ
ヒ
ル
ギ
と
讃
え
て
お
呼
び
す
る
の
で
し
た
。
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
の
姉

（
妹
か
も
？
）
の
コ
コ
リ
ヒ
メ
（
キ
ク
キ
リ
ヒ
メ
）
が
、
ミ
コ
の
声
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
い
う
ミ
ナ
（
御
名
）
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で
し
た
。
全
国
の
津
々
浦
々
に
ま
で
も
、
ヒ
の
ミ
コ
に
寄
せ
る
期
待
は
高
ま
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
勉
学
の
た
め
ヒ
タ
カ
ミ
の
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
の
許
へ
留
学
を
な
さ
い
ま
す
。
ア
メ
の
ギ
（
天

下
を
治
め
る
べ
き
皇
太
子
）
と
し
て
の
教
育
で
す
。
ミ
ハ
シ
ラ
ノ
ミ
チ
（「
ア
メ
の
ミ
チ
」
）
を
奉
り
ま
す
。
ヒ

の
ミ
コ
（
後
の
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
の
ご
誕
生
祈
願
の
ハ
ラ
ミ
（
富
士
山
）
を
、
オ
オ
ヒ
ヤ
マ
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
は
ヒ
の
ミ
コ
の
イ
ミ
ナ
（
マ
コ
ト
ナ
、
実
名
）
を
ワ
カ
ヒ
ト
と
命
名
な
さ
い

ま
し
た
。 

 

フ
タ
カ
ミ
は
次
い
で
ツ
ク
シ
（
九
州
）
に
赴
か
れ
ま
す
。
ツ
ク
シ
に
て
産
ま
れ
た
ミ
コ
を
ツ
キ
ヨ

ミ
の
カ
ミ
と
名
付
け
ら
れ
ま
す
。
ハ
ラ
ミ
（
富
士
山
）
の
山
頂
で
の
ミ
ソ
ギ
（
禊
ぎ
）
の
事
が
所
以(

ゆ
え

ん)

に
な
っ
て
ま
す
。
富
士
山
の
山
頂
の
コ
ノ
シ
ロ
イ
ケ
の
水
で
タ
（
左
）
の
目
を
洗
っ
て
ヒ
ル
（
日
）

に
祈
り
、
カ
（
右
）
の
目
を
洗
っ
て
ツ
キ
（
月
）
に
祈
ら
れ
た
事
で
し
た
。
東
の
ハ
ラ
ミ
（
富
士
山
）
に

て
は
ウ
ホ
ヒ
ル
ギ
（
後
の
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
さ
ん
の
ご
誕
生
が
あ
り
、
ニ
シ
（
西
）
の
ツ
キ
ス
ミ
（
九
州
）

に
て
は
ツ
キ
ヨ
ミ
さ
ん
で
す
。
ち
な
み
に
、
現
在
地
の
考
証
と
し
ま
し
て
は
、
ハ
ラ
ミ
は
富
士
山 

南
麓
の
浅
間
大
社
（
元
の
お
ミ
ヤ
の
位
置
は
も
っ
と
山
の
ほ
う
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
宮
市
）
、
ツ
キ
ス
ミ

は
江
田
神
社
（
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町
産
母

や

ぼ

）
が
候
補
地
と
し
て
有
力
で
す
。
共
に
『
延
喜
式
』
に
記
載
が

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
千
年
の
歴
史
は
確
認
で
き
ま
す
。
ツ
キ
ヨ
ミ
さ
ん
も
ヒ
の
ミ
コ
（
後
の
ア
マ
テ
ル

カ
ミ
）
に
続
け
と
、
ヒ
タ
カ
ミ
の
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
の
許
に
勉
学
に
赴
か
せ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
先
年
に
ア
メ
の
フ
シ
（
今
の
厄
年
）
に
当
た
っ
た
の
で
ヲ
ヱ
・
ク
マ
（
身
体
の
病
・
心
の
病
）
除

け
の
た
め
に
捨
て
子
に
し
た
ヒ
ル
コ
ヒ
メ
が
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
ヒ
ル
コ
ヒ
メ
は
元
の
イ
サ
ナ

ギ
さ
ん
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
の
許
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
妹
と
し
て
兄
妹
に
復

し
ま
し
た
。
ソ
サ
（
和
歌
山
か
ら
熊
野
地
方
に
か
け
て
）
に
至
っ
て
、
フ
タ
カ
ミ
は
ミ
コ
を
儲
け
ま
す
。
ソ

サ
ノ
ヲ
（
後
の
別
名
に
ス
サ
ノ
ヲ
、
産
田(

う
ぶ
た)

神
社
、
熊
野
市
有
馬
町
）
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
母
の
イ
サ
ナ
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ミ
さ
ん
に
ケ
カ
レ
【
ケ
（
ち
か
ら
）
の
枯
れ
、
穢
れ
、
ヲ
ノ
コ
は
ハ
ハ
の
ク
マ
と
な
る
、
詳
細
は
未
詳
】
が
あ
っ
た
た

め
素
直
な
子
に
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
ソ
サ
ノ
ヲ
は
、
常
に
オ
タ
ケ
ヒ
（
騒
ぎ
立
て
て
）
ナ
キ
・
イ
サ

チ
（
泣
き
喚
い
て
）
ク
ニ
タ
ミ
（
一
般
国
民
）
に
迷
惑
ば
か
り
か
け
ま
す
。
こ
の
ソ
サ
ノ
ヲ
の
齎
す
災
い

は
、
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
の
ご
自
身
の
身
か
ら
出
た
錆
だ
と
、
我
が
身
に
受
け
て
償
お
う
と
な
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
タ
ミ
の
人
々
の
ヲ
ヱ
・
ク
マ
も
我
が
身
に
受
け
て
守
ろ
う
と
、
ク
マ
ノ
・
ミ
ヤ
を
お
建

て
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
熊
野
本
宮
大
社
（
熊
野
坐
神
社
、
和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
本
宮
）
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ク
マ
ノ
の
言
葉
の
本
意
は
ヲ
ヱ
・
ク
マ
（
身
体
の
病
・
こ
こ
ろ
の
病
）
か
ら
き
て
い
ま

し
た
。
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
が
タ
ミ
の
ヲ
ヱ
・
ク
マ
（
身
体
の
病
・
こ
こ
ろ
の
病
）
を
も
守
ろ
う
と
念
願
な
さ

っ
て
の
命
名
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

 

こ
う
し
て
、
み
こ
こ
ろ
を
、
お
尽
く
し
に
な
ら
れ
て
ヒ
・
ヒ
メ
と
ミ
・
ヲ
（
一
女
三
男
）
を
そ
の
カ

ミ
（
昔
）
に
儲
け
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ミ
・
ト
ミ
の
ミ
チ
を
定
め
て
、「
ト
の
ヲ
シ
テ
」
を
は
っ
き
り

と
再
び
通
し
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代
の
要
請
に
よ
り
「
ト
の
ヲ
シ
テ
」
を
乱
し
て
逆
ら
う

者
を
ホ
コ
（
後
の
ツ
ル
ギ
）
に
よ
っ
て
滅
ぼ
す
制
度
も
導
入
な
さ
い
ま
し
た
。
社
会
の
秩
序
維
持
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。 

 

イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん
の
フ
タ
ハ
シ
ラ
の
ミ
コ
や
ヒ
メ
ミ
コ
（
皇
子
、
皇
女
）
を
儲
け
ら
れ

ま
し
た
ウ
ミ
ト
ノ
（
お
産
み
の
ト
ノ
）
は
５
個
所
で
し
て
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
ア
マ
ノ
ハ
ラ
ミ
（
富
士
山

南
麓
）
と
、
ワ
カ
ヒ
メ
さ
ん
の
ツ
ク
ハ
ヤ
マ
（
筑
波
山
神
社
の
と
こ
ろ
）
、
流
産
の
ア
ハ
チ
（
伊
弉
諾
神
宮
、
兵

庫
県
淡
路
市
多
賀
。
イ
サ
ナ
ギ
さ
ま
が
の
ち
に
崩
御
さ
れ
ま
す
と
こ
ろ
）
と
、
ツ
キ
ヨ
ミ
さ
ん
の
ツ
キ
ス
ミ
（
九
州
、

江
田
神
社
、
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町
字
産
母

や

ぼ

）
、
そ
れ
と
ソ
サ
ノ
ヲ
の
ク
マ
ノ
（
産
田

う

ぶ

た

神
社
、
熊
野
市
有
馬
町
、
お
よ
び
、

熊
野
本
宮
大
社
、
和
歌
山
県
田
辺
市
本
宮
町
本
宮
）
で
し
た
。 


